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と
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会
議 

会
長 

田
中 

信
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昨
年
か
ら
の
積
雪
は
、
数
十
年
に
一
度
と
い
う
よ
う
な
豪
雪
に

見
舞
わ
れ
ひ
と
際
冬
を
長
く
辛
く
感
じ
た
方
も
多
く
お
ら
れ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
、
そ
ん
な
中
、
桜
は
、
ほ
ぼ
例
年
並
み
満
開

を
迎
え
新
年
度
が
始
ま
り
、
新
た
な
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
れ
、
西
黒

田
の
皆
様
方
に
は
益
々
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま

す
。 

ま
た
、
日
頃
は
ふ
る
さ
と
振
興
会
議
の
事
業
に
物
心
両
面
に
わ
た

り
、
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
こ
と
を

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
世
界
的
な
流
行
で
過
去
二
年
間

の
活
動
は
中
止
ま
た
は
規
模
縮
小
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
本

年
度
に
お
い
て
も
新
た
な
変
異
株
に
よ
り
、
感
染
の
勢
い
は
未
だ

衰
え
を
見
せ
ず
厳
し
い
状
況
下
の
中
で
活
動
を
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

生
活
環
境
、
地
域
活
動
に
対
す
る
考
え
方
に
色
々
な
変
化
を
見
せ

る
中
、
如
何
に
事
業
へ
の
参
加
意
識
を
持
っ
て
も
ら
う
か
、
ふ
る
さ

と
振
興
会
議
の
事
業
を
変
化
、
進
化
さ
せ
て
い
く
大
変
難
し
い
局

面
に
差
し
掛
か
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か 

前
述
の
と
お
り
、
現
時
点
で
の
活
動
計
画
を
明
確
に
す
る
こ
と
は

難
し
い
状
況
下
に
あ
り
ま
す
が
、
今
後
の
コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
や

市
の
行
政
当
局
と
も
連
携
を
と
り
な
が
ら
あ
く
ま
で
感
染
対
策
に

よ
り
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
の
安
全
を
最
優
先
に
活
動
を
計
画
い
た

し
て
ま
い
り
ま
す
。 

西
黒
田
の
七
十
歳
以
上
の
高
齢
化
率
は
三
十
八
パ
ー
セ
ン
ト
と
右

上
が
り
傾
向
は
変
わ
ら
ず
上
昇
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。
高

齢
化
社
会
に
対
す
る
活
動
と
し
て
、「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
」「
暮
ら
し

の
相
談
窓
口
」
な
ど
各
種
の
活
動
も
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら

の
活
動
を
通
じ
て
地
域
の
皆
さ
ん
の
つ
な
が
り
だ
け
で
な
く
、
悩

み
の
解
決
策
や
犯
罪
被
害
防
止
へ
の
一
助
と
な
る
こ
と
。
ま
た
、
ふ

る
さ
と
西
黒
田
に
住
ん
で
い
て
よ
か
っ
た
と
感
じ
て
も
ら
え
る

町
、
即
ち
、
ふ
る
さ
と
振
興
会
議
の
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
る
「
一
人
ひ

と
り
が
と
も
に
楽
し
く
、
明
る
く
喜
び
を
重
ね
る
町
西
黒
田
」
と
な

っ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。 

最
後
に
な
り
ま
す
が
コ
ロ
ナ
禍
は
当
面
続
き
ま
す
が
地
域
の
皆
様

の
ご
健
勝
を
お
祈
り
す
る
と
共
に
、
本
活
動
へ
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
て
就
任
に
際
し
て
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
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す
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賛成 反対

議案第１号 令和3年度「西黒田ふるさと振興会議」事業報告並びに一般会計及び特別基金の決算承認について 118 0

議案第２号 令和3年度 西黒田まちづくりセンター指定管理料会計の決算承認について 118 0

議案第３号 役員改選について

議案第４号 令和4年度「西黒田ふるさと振興会議」事業計画、並びに一般会計予算について 117 1

議案第５号 令和4年度 西黒田まちづくりセンター指定管理料会計の予算について 118 0

議案第６号 令和４年度金太郎子ども夢基金の取り崩しについて 117 1

※議案第3号の役員改選は規約第7条に基づき選任されますので、書面議決の対象外としています。

協議事項

(未提出　4)

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新三役の方々 

令和 4 年度 通常総会(4/16 開催予定)は書面総会となりました。 

４月９日（土）開催の令和３年度第 3 回理事会において、４月１６日（土）開催予定の定期総会に提出する議案審議をしていただきました。

新型コロナウイルスの変異株により、新規感染者が高止まりし第７波への突入が懸念されている中、感染拡大の防止の観点から、一昨年、昨年

度に引続いて、令和４年度新自治会長さんにも同席いただく拡大理事会とし慎重審議をいただき、下記の４事項を決定いただきました。 

 

 

 

 

 

 

書面議決の結果は、下表のとおり５議案全て多数の賛成で可決いただきました。 

（１）令和 4年度通常総会(4 月 16日(土)開催予定)を書面議決とすること。 

（２）役員改選（議案３号）の承認  

（３）第１四半期（４～６月）の主な事業計画（議案第４号関係）の中の 

①ソフトバレーボール大会の中止 (6 月 16日(日)予定)  

②金太郎相撲大会の中止 (7 月 10 日(日)予定) 

（４）新年度予算（議案４、５号）の第 1 四半期（４月～６月）分の執行の承認 
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交通安全祈願祭 
4 月 2 日(土)まちづくりセンターにて西黒田を守る会主催の

「交通安全祈願祭」が開催されました。今年も昨年と同じよう

に、新型コロナウィルス感染拡大防止のため、新１年生と通学

班の班長、子ども会の会長、自治会長と、参加人数を縮小して

の開催となりました。新年度の交通安全を祈願し、新一年生に

は、伊藤神官さんより交通安全のお守りをいただきました。ま

た、常喜駐在所に着任早々の関戸巡査部長さんからは、神様に

見守られている中にあっても交通ルールを守ることが大切で

す。というお話をいただきました。 

        

☆ちょこっとサポート・・お困りごとお手伝いします(要相談) 

☆お買い物ツアー・・・ 6月 11日(土)、25日(土)  

※詳しくは、きんたろうサポート会の保存版チラシをご覧ください。 

 
 お申し込み・お問い合わせ ☎ 62-0381  

 
 

クリーン大作戦とまちあるき 
５月 14 日(土)西黒田クリーン大作戦が開催されました。 

今年は、NHK 大河ドラマ「鎌倉殿の 13 人」の放映に併せて、西黒田ふる

さと振興会議で取り組んでいる、「後鳥羽上皇潜幸伝説プロジェクト」との

コラボで、後鳥羽上皇ゆかりの地を巡りました。西黒田地区内の伝説地６か

所(熊岡神社・王杉様・名超寺・後鳥羽神社・春日神社・番所)に QR コード

看板を設置し、参加者の皆さんには、それぞれの伝説地の写真情報をスマホ

をかざして見てもらい、西黒田地域の魅力の再発見をしていただきました。 

今年も密にならないよう 4 コースに分かれ、2.5km を、関戸巡査部長、

西黒田を守る会の皆さんに協力いただき、清掃作業を行っていただきまし

た。不法投棄もあり、たくさんのゴミの回収をしていただき、合計 30L の

袋 60 個分になりました。参加者の皆さん、大変ありがとうございました。 

この日は、ZTV の取材を受け、滋賀夕刊(5 月 19 日号)や、YouTube チャ

ンネル「はま～る tb.」で紹介されています。是非ご視聴ください。 

(敬称略) 

INFORMATION・今後の予定 

新型コロナウイルスの影響により、中止となる場合があります。 

6 月 11 日(土)、25 日(土) 転倒予防教室 

６月 18 日(土) 生活相談窓口 

６月 26 日(日) 後鳥羽上皇潜幸伝説 P プロモーション会議① 

７月 2 日(土) 防災出前講座 

７月 9 日(土) 各町サロン交流会 

7 月 10 日(日) レディース講座「ゼンタングル講座」 

７月 16 日(土) 忠魂碑、まちづくりセンター清掃 

 

「はま～る tb.」 

後鳥羽上皇ゆかりの地めぐり案内看板 QR コード 

熊岡神社 名超寺 

春日神社 

王杉様 

後鳥羽神社 番 所 

部 会 長 池野　則男 部 会 長 江﨑　道幸 部 会 長 福永　光信 八条町 福永　信子

副部会長 中尾　嘉男 清水　英彦 副部会長 森　　幹雄 本庄町 大久保　茂子

企画委員 清水　智夫 清水　温 清水　信行 本庄新町 山本　章子

企画委員 清水　吉光 北村　章洋 高木　良道 企画委員 澤居   大介 常喜東町 田中　裕滋

（体育担当） 清水　祥生 中尾　秀次 池野　　徹 常喜西町 田中　信弘

石井　秀樹 引山　政人 部 会 長 若林　宏 別符　剛司 常喜新町 田中　利紀

小川　亨 橋本　信康 副部会長 橋本　文男 中川　弘章 引山　順二 鳥羽上北町 浅尾　英二

中川　仁平 池野　泰共 企画委員 高森　茂人 田中　康仁 清水　聖子 鳥羽上南町 大橋　優子

別符　剛司 中川　美幸 北村　由子 名越町 引山　公史

（ｽﾎﾟｰﾂ委員） 池野　泰共 辻森なつみ 若林　佳子 布勢町 橋本　文男

（文化担当） 清水　吉光 大橋　良英 小一条町 池野　武良

武田　隆 中尾　一登 若林　宏 大橋　康治

森　　雅寛 山田　直樹 濱田　美佳 藤居　昇

奥田　孝人 池野　仁 川村　良治 清水　聖子

宮部　康之 池野　貴宏

田中　元明

民 生 委 員

福 祉 委 員安 全 環 境 部 会体 育 文 化 部 会

地区社会福祉協議会部会

副部会長
（体育担当）藤井　辰也

（文化担当）清水　吉光

青少年健全育成部会
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《令和 4 年度書面総会に提出いただいたご意見、ご質問への回答》 

清水 義治さん 

 

（回答）お目怠い点が多々あるにもかかわらず、ねぎらいの言葉を有難うございます。職員の励みになります。新型コロナ感染拡大も３年目となり、その完全 

な終息は無さそうに思われますので、皆さんと時期、事業内容等を相談し、コロナと共生しながらの地域づくり事業が実施できればと考えています。 

山田 直樹さん 

 

（回答）西黒田には、八条町の「山田直樹さん」、名越町の「山田直樹さん」のお二人の同姓同名の方が居られることを知ることが出来ました。ご意見ありがとう 

ございました。 

清水 宏昭さん 

 

（回答）６月１8 日（土）に開催予定の「わんぱく学習塾」検討会で、有効に実施できるアイデアを生み出していただくことを楽しみにしています。わんぱく学 

習塾の塾長、まちづくりセンターのサークル連協の会長、そして、きんたろうサポート会八条町の世話人と、幾重にもお世話になっており、ご多用のこ 

とと思いますが宜しくお願いします。金太郎まくわ栽培も宜しくお願いします。 

石井 秀樹さん 

 

（回答）貴重なご意見をありがとうございました。 

どの地域にあっても同じであると思いますが、特に西黒田地域では人口減少、少子高齢化が他地域より先行していっています。子ども達は次世代を担っ 

てくれる最後の砦だと考えています。振興会議では、昨年から次代を担う若者、そして子ども達に西黒田地域の「今」と「その歴史」に愛着と自負を抱 

いてもらうことを目的に「後鳥羽上皇プロジェクト」に取組み始めています。毎月第一土曜日の午前９時から『後鳥羽上皇プロジェクト(GJP)会議』を 

まちづくりセンターで開催しています。顔を出していただければ有難いです。 

川村 良治さん 

 

 

 

（回答）・ご指摘のように備品等の購入をしておけば良かったと反省していますが、懸念いただいているように、次年度から多額の減額がなされるということはあ 

りません。５６万円の指定管理料の返還は、苦渋の選択ではありましたが、Ｒ２～Ｒ６年度の５年間、法人税等の課税免除団体になるための必要経費だ 

と整理させていただきました。もし、R2 年度に５６万円の返還をせず課税団体なることを選択した場合は、法人税、法人県民税、法人市民税、法人事業 

税等合わせて 345,100円の納入義務が発生し、さらには向こう４年間（R3～R6）も法人税等の課税義務の発生がついて回りました。そして最終的に 

課税免除団体を選択した理由は、Ｒ２年度に５６万円の返還をせず課税団体となった場合は、今後再び課税免除団体に戻ることは出来ないという長浜税 

務署の説明でした。 

    ・今は只、また再び運動会の開催ができる日が来ることを願っています。まちセンにつきましては、令和 3年度 第 2 回理事会にて、敷地内禁煙となりま 

したが、松の岩グラウンドについても、健康増進法の趣旨にのっとり、理事会で協議を深めさせていただきたいと考えています。 

北村 與作さん 

 

（回答）いただきましたご意見を踏まえ、きんたろうサポート会が、5 月 13 日(金)に「きんたろう茶屋」運営企画会議を開催し、検討を始められました。 

清水 聖子さん 

 

（回答）ご指摘ありがとうございます。長浜南認定こども園に修正させていただきます。 

宮崎 清さん 

 

（回答）事務局長職は、会長、副会長職のように当て職になっておらず、会長委嘱で就任いただくことが本会の慣例になっています。現在のところ事務局長職は 

空白になっていますが、この４月から地域活力プランナー（市長委嘱）に就任いただきました山根さんに事務局次長に就任いただき、事務局長代理をお 

願いしています。振興会議に対する目配りをありがとうございます。  

令和 4年度 通常総会(4/17開催予定)の書面議決について貴重なご質問やご意見を、多数頂きましたので、ご報告いたします。 

（意見）ここ２年、感染対応に大変な時期色々とご苦労様です。宜しくお願い致します。 

（意見）議案第３号 P９体育文化部会 22山田直樹 ×名越町 〇八条町 

（意見）「金太郎子ども夢基金」事業が有効に実施できますように、専門知識をお持ちの方の楽しい授業が計画できればと思います。 

（意見）子ども夢基金の取り崩しは良いと思いました。 

（意見）・指定管理料で５６万円から市へ納入（返却）しているが、次年度より減額されることはないのですか。 

コロナ対応のために備品等の購入を増やされてもよかったのではないですか（意見として） 

・運動会において喫煙場所は設けないでほしい。敷地内は絶対やめてほしい。 

 

（質問）事務局長欄空白ですが誰ですか？ 

（意見）きんたろう茶屋の活用について、サポート会で検討されてはどうでしょうか。 

（質問）組織図の中の安全環境部会で、長浜南幼稚園→長浜南認定こども園ではないでしょうか。 
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片山 和夫さん 

 

（回答）仰せの通り、「議案第６号」は第１条、第２条。「金太郎子ども夢基金管理運営委員会規則」は、第１条～第１０条の条仕立てですが、「金太郎子ども夢基 

金要綱」は、１．２．３．４．の無名数仕立てとなっていることから分かりづらいと思います。第２項は「２．積み立て」、第３項は「３．運用管理」と 

お読み取りください。 

 

 

（回答）ご指摘有難うございます。令和４年４月７日に会計監査を受けました P６の「令和３年度 金太郎子ども夢基金出納簿収支決算報告書」 

の 984,460 円が正しい額です。P17 の金額をお詫びして、訂正いたします。 

村居 幸路さん 

 

 

 

（回答）このことについては、事務局の優柔不断さと、時間の制約による理事会への事前説明ができなったこと、そして理事会が夜分遅くなることを懸念しての 

事務局発言の自己抑制等による説明不足が今回の結果を招いたと反省しています。この事業計画（案）にかかる混乱は、ご承知のとおり、「【仮称】後鳥 

羽上皇生誕８５０年記念潜幸伝説伝承祭（案）」が、昨年１０月から月例会が開催されています「後鳥羽上皇プロジェクト(GJP)会議」に提案されたこと 

に端を発しています。 

このイベント実施には地元自治会、後鳥羽神社、名超寺の関係者の皆さんのご理解が得られないと実施できないという高いハードルがあることから、ま 

ちづくり研究会（３月２５日（金）開催）に、名越町当局の出席をお願いし提案事業「後鳥羽上皇潜幸伝説Ⅲの①」の詳細説明と「【仮称】後鳥羽上皇生 

誕８５０年記念潜幸伝説伝承祭(案)」について概要説明をし、名越町当局さんのご意見を伺いました。 

この時点においては来年度の予算編成も終了しており、この事業案に対する十分な検討時間が取れず、腰が据わらない中で、既に出席依頼していた拡大 

企画運営会議（３月２７日（日））に諮りました。会議メンバーからは①時期尚早では？ ②多くの役員、住民動員が必要になるのでは？ との意見が出 

ましたが、腰の据わっていない事務局も十分な説明ができず、会議の結論は継続審議となったと受け止めました。 

その後、事務局は、会議メンバーのご意見を最もだと受け止める一方、NHK 大河ドラマ「鎌倉殿の１３人」の放送されている今年度の実施を逃すと後が 

ないとの「後鳥羽上皇プロジェクト会議」での議論も捨て切れず、現事務局体制で対応可能と思われる①文化祭の日程変更と２会場方式の採用、そして 

②防災フェア、さらにはこの③８５０年記念潜幸伝説祭の雨天対策等を考慮して、この３事業を同時開催する事業合併案（部分的スクラップ＆ビルド） 

を事業計画(案)として理事会への提案議案としたところです。従いまして、ピュアブラスさんには、現在依頼がなされていないことは承知していました 

が、文化祭への出演は後日での依頼変更は可能ではないかとの判断で、事業計画(案)に記載したところですのでご理解ください。 

然しながら、総会資料作成に追われ、拡大運営委員会、安全環境部会、体育文化部会、提案元の後鳥羽上皇プロジェクト会議との事前協議ができなか 

ったため、先の理事会の結果となった次第だと整理しています。今後の議論の方向性がどうなるか分かりませんが、事務局としては、できるだけ早い時 

期に、事業計画の変更、補正予算を理事会に提案できればと考えていますのでご理解をお願いします。 

 

 

 

 

（回答）ご指摘はごもっともと受け止めています。これはコロナ禍以前の課題でもあり、事務局としては、令和元年度から、建設的で、前向きな事業計画(案)の 

ゼロベースからの作成を、各部会にお願いしているところです。そして、今回のコロナ禍は、その絶好の機会になるのではないかとも捉えています。 

また、およそ１０年後ぐらいでの完成が予定されている北陸自動車道「神田スマート・インター開設」を視野に、西黒田地域の振興に役立たないかと 

「後鳥羽上皇潜幸伝説プロジェクト」を、長浜市の地域づくり協議会提案事業の採択を受け、進めていきたいと考えています。今年の NHK 大河ドラマ 

「鎌倉殿の 13 人」の放映、昨年９月の「旧横山隧道」の近代土木遺産への認定、12 月の「李軒邸（旧北村医院）」の国有形登録文化財認定等の機会を 

逃さないようにプロジェクトを進めることが肝要と考えていますので、これまで以上のご理解、ご協力、ご支援をお願いいたします。 

清水 智夫さん 

 

 

（回答）・金太郎子ども夢基金要綱「４．使途」（３）に定める「情報（コンピューター）活用能力の基礎を培う」ための一助となるよう、長浜南小学校児童の２ 

年生～６年生全員に貸与されているタブレット（iPad）と同機種のものを購入し、夏休みに実施予定のわんぱく学習塾で活用するほか、長浜市の提案事 

業で採択された「後鳥羽上皇潜幸伝説プロジェクト」のプロモーション会議等で有効活用していきたいと考えています。 

      ・きんたろう茶屋が、サポート会の拠点となるよう、次の２項目をきんたろうサポート会に業務委託する委託金として使用していきたいと考えています。 

(1)きんたろう茶屋の包括的な運営管理（マネージメント） 

・店長、副店長等の運営体制に関すること。 

・開店日、開店時間等茶屋の運営に関すること。 

・販売商品（豆蔵、彩など）に関すること。 

(2)茶屋の販売商品となる野菜（さつまいも、おおまさり、にんにく等）の 

栽培（定植、育成管理、収穫、販売）に関すること。 

 

 

（意見）P１７の議案第６号ですが、文中の文言で、第 2項、第 3項とありますが、わかりづらいです。第 2 条、第 3 条のことでしょうか。 

（質問）文化祭での協力団体依頼をピュアブラスへは行っていない。後鳥羽上皇イベントでの演奏を依頼したものである。４月９日（土） 

開催の理事会で、事業計画（案）が前向き、建設的な議論がなさないまま変更されてしまったが、なぜこの様なことになってしま 

ったのですか？議長には、高所大所から、また中立公平な立場での議事進行を期待します。 

 

（質問）・子ども夢基金６３万円の内訳の説明を求める。又、夏休みのわんぱく学習塾の４日間のみの使用ですか？ 

・きんたろう茶屋運営費の２４万円の使途は？ 

（質問）子ども夢基金ですが、P６の金額と P１７の金額を見ると２円の差がありますが正しいのでしょうか。 

（意見）・コロナを利用した“中止判断”は、中止有りきで、建設的な、前向きな議論が全くされていない。コロナの状況は、今後不透明で 

あるが、昨年と今とでは、状況（ワクチン接種など）が違う為、もっとぎりぎりまで実施方向で検討を進めて欲しかった。残念で 

ならない。もっと中長期的な視野で、地域の発展に結び付けるよう、考え方を変える必要有りと思います。 
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